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研究成果の概要（和文）：本研究課題について、以下の研究を実施した。1）下肢の人工関節手術を受ける者を
対象に、全10項目の低強度を含む身体活動を定量評価できる尺度を開発し、妥当性の評価に加速度計を用いて、
再テストで十分な安定性を確認した。これは回答が簡便で不活発な高齢者に有用である。2）運動の自己効力感
尺度（ESES）を作成し、適切な内部一貫性、再検査信頼性、妥当性を確認した。3）身体不活動の予防のため、
術後に簡便な活動支援として、活動アラート機能があるウェアラブルデバイスを装着してもらい、活動の自己モ
ニタリングを推奨した。また、ESESの変化を確認して、座位行動時間の低下に向けた支援を検討した。

研究成果の概要（英文）：This research project was conducted as follows: 1) A 10-item scale (SLPAQ) 
was developed to quantitatively assess low-intensity physical activity in individuals undergoing 
lower extremity arthroplasty, using an accelerometer to assess validity and adequate stability on 
retest. It is simple to answer and will be useful for inactive older adults; 2) an exercise 
self-efficacy scale (ESES) was developed and confirmed for adequate internal consistency, retest 
reliability, and validity; 3) self-monitoring of activity was recommended by having participants 
wear a wearable device with an activity alert function to prevent physical inactivity. In addition, 
changes in ESES were identified and support for decreasing sedentary time was discussed.

研究分野：臨床看護学

キーワード： 人工股関節　人工膝関節　身体活動　自己効力感　低強度活動　ウェアラブルデバイス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
運動器の健康は高齢社会の重要な課題である。本研究では、術後も低い身体活動レベルにとどまっている下肢の
人工関節術後の高齢者について、回答しやすい簡便な活動評価尺度を開発した。また、低強度の運動の自己効力
感尺度を作成し、術後早期から運動することに自信を持てる支援について検討した。さらに、不活発なライフス
タイルを予防するために、ウェアラブルデバイスを使用した活動のモニタリングを推奨した。本研究の成果は障
害や高齢でアクティビティが低い人々に応用できることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
健康寿命の延伸計画において、運動器の健康維持は極めて重要な課題である。高齢者に多い変
形性関節症では人工関節手術による QOLの改善が著明で、人工器具の改良や手術手技の進歩に
より、歩行機能も大幅に改善する。しかしながら、術後のアクティビティの増加は小さく 、依
然として多くの術後患者が不活発な状態にとどまっている。また、身体活動の評価には加速度計
による調査が精確だが、参加者の偏りや脱落率が高いため、高齢者向けの簡便なアクティビティ
尺度の開発が課題である。術後の機能的改善を身体活動の増加や健康的なライフスタイルに転
換していく支援が重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究計画では、1）下肢の人工関節手術を受ける者を対象に、身体活動を簡便に定量評価で
きる尺度を開発する、2）低強度運動の自己効力感尺度（Exercise Self-Efficacy Scale；ESES）
を作成し、信頼性と妥当性を検討する、3）不活発な術後患者の身体活動の支援方法を検討する
ことである。 
 
３．研究の方法 
いずれの研究も九州大学病院の倫理審査の承認後に実施した。 
1）低強度身体活動尺度の開発 
国内外の低強度活動の項目を含む身体活動尺度を開発した論文で、妥当性の評価に加速度計
や心拍計など生理学的指標を用いた文献についてシステマティックレビューを行った。次に、
Compendium of physical activities: A second update of codes and MET values.（Ainsworth 
BE et al.,2011）の全活動の中から、3Mets 未満の活動を抽出し、1.5Mets 未満をセデンタリ行
動と 1.5～2.5Mets 未満を軽強度活動に分類した。これらの分析の結果、日常的に日本人が行う
活動が 70 項目選定され、低強度活動基本項目とした。この基本項目について、人工関節術後患
者 31 名(平均年齢：68.3 歳、男性 14 人)に質問紙調査を行い、各項目の活動頻度について回答
を得た。同時に、尺度開発経験者や研究者による 7名の専門家委員会で、この 70 項目の重要性
や妥当性について Item-Content Validity Index(I-CVI)と Scale-Content Validity Index(S-
CVI)を算出し、項目妥当性を検討した。以上の患者調査と専門家調査で特定された活動項目によ
って低強度身体活動尺度原版の 17 項目を作成した。 
尺度原版の信頼性を確認するために、人工関節術後 6ヶ月以上経過した者を対象に、尺度原版
の回答と加速度計（Active style PRO HJA-750（Omron Healthcare Co., Ltd., Kyoto, Japan）
を 4日以上の装着を依頼した。質問紙は 1週間後に再度回答を依頼し、再現性を検討した。本 
2）運動の自己効力感尺度（日本語版 ESES）の開発 
 Kroll ら（2007）が脊損患者を対象に開発した ESES について、COSMIN チェックリストを参考
に日本語版尺度の心理特性を評価した。対象は人工股関節置換術あるいは人工膝関節置換術の
術前と術後患者とした。調査は自記式質問紙と３軸加速度計アクチグラフ wGT3X-BT を使用した。
質問紙調査は一般性自己効力感尺度（General Self-Efficacy Scale:以下 GSES）、Oxford Hip 
Score（OHS）または Oxford Knee Score（OKS）を使用し、基準関連妥当性の評価する仮説の検
証を行った。再検査信頼性は、再テストで級内相関係数（ICC）と Bland-Altman 分析を実施した。 
3）術後患者の身体活動支援方法の検討 
 低強度主体の術後患者の運動の自己効力感を高めるために、活動アラート機能のあるウェア
ラブルデバイス Fitbit の装着を推奨し、身体活動量と自己効力感の変化をみる。Fitbit の装着
は退院時と術後 3 か月の各 1 週間以上とした。活動評価は低強度活動に感度が高いアクチグラ
フで強度別の身体活動量を 4日間評価する。また、身体活動質問紙で活動内容を調査した。 
 
４．研究成果 
1）すべての調査を完了した分析対象者は 112 人だった。低強度身体活動尺度原版は床効果を示
した 7項目を除外し、全 10 項目の低強度身体活動質問紙（SLPAQ-10）に改訂した（表 1）。本尺
度は 6項目の軽強度活動と 4項目の座位行動を含む。再テストによる級内相関係数は、中～高程
度の信頼性を示した(低強度身体活動：ICC=0.74；座位行動：ICC=0.66)。SLPAQ-10 と加速度計の
間に中～弱いスピアマン相関関係があり（低強度身体活動：ρ= 0.43；座位行動：ρ= 0.20）、
ブランドアルトマン分析はバイアスを示さなかった。本尺度は、低強度活動量を簡便に評価でき
る信頼性のある尺度であり、MVPA が困難な疾患や障害をもつ人に有用なことが示唆された。 
2）分析対象者は 113 名で、女性が 88.5％だった（表 2）。日本語版 ESES は良好な内部一貫性を
示した（クロンバックα係数＝ .925）。級内相関係数は.872 （95％CI＝.808～.915）で、Bland-
Altman分析ではバイアスは存在しなかった。日本語版ESESとGSESの相関はρ = .402（p < .001）
で、加速度計で評価した中強度の身体活動と相関があった（表 3）。仮説検証では 10 の仮説のう
ち、80％の仮説が確認された。日本語版 ESES は適切な内部一貫性、再検査信頼性、妥当性が示
され、一般化については限界があるが、人工関節手術後患者の身体活動を支援する自己効力感尺



度は有用と考える。 
3）身体活動の支援については、退院時にウェアラブルデバイスによる活動の自己モニタリング
を推奨し、術後早期から運動の自己効力感を高め、身体不活動の予防を検討した。術前の座位時
間の割合が多く、身体活動量は個人差が大きかった。今後は参加者数を増やして、活動支援方法
の有効性を確認することが課題である。 
 
表 1. 低強度身体活動尺度 SLPAQ: Sedentary Behavior and Light Intensity Physical 
Activity Questionnaire 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 2.運動の自己効力感尺度に回答した対象者 

 
表 3.運動の自己効力感尺度（日本語版 ESES）と加速度計との相関関係 

 
 
表 4.運動の自己効力感尺度 
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